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鼻
芦
屋
市
ご
み
収
集
で
住
民

日齢
芦
屋
市
南
部
の
臨
海
地
域
で

ご
み
を
焼
却
炉
へ
自
動
運
搬
す

る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
に
つ
い

て
、
住
民
ら
で
つ
く
る
「
ゴ
ミ

収
集
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
利
用
者
の

会
」
が
別
日
、
山
中
健
市
長
と

面
談
し
、
存
続
を
求
め
る
約
１

万
１
６
０
０
人
分
の
署
名
を
提

出
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
廃
棄
物
運
搬

｜
’

利
用
者
の
会
の
山
口
能

員
長
は
面
談
後
の
会
見

「
コ
ス
ト
が
か
さ
む
こ
と

想
で
き
な
か
っ
た
の
は
市

用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
は

７
９
年
に
稼
働
し
た
。
地

鉄
管
を
通
し
て
、
空
気
流

み
を
焼
却
炉
に
集
め
る
。

る
の
は
市
内
約
鮒
％
に
あ

約
７
１
５
０
世
帯
。
市
は

な
維
持
費
な
ど
を
理
由
に

止
を
含
め
て
今
後
の
方
針

討
し
て
い
る
。

でを
予
一

成
委

１
９
ス
。
代
償
を
住
民
に
払
わ
せ
る

下
の
の
か
」
と
話
し
た
。

で
ご
山
中
市
長
ほ
「
今
後
、
住
民

使
え
の
代
表
の
方
ど
の
話
ル
合
い
を

た
る
進
あ
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し

高
額
た
。
（
森
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貴
之
）
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ご
み
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設

住
民
ら
存
続
を
求
め

芦
屋
市
に
署
名
提
出

芦
屋
市
が
一
部
地
域
で
地
下

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
し
て
、
．
、

ご
み
を
集
め
る
「
ご
み
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
施
設
」
の
廃
止
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
地

元
住
民
ら
で
つ
く
る
「
ゴ
ミ
収

集
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
利
用
者
の

会
」
が
加
日
、
恥
存
続
を
求
め
る

署
名
と
陳
情
書
を
山
中
健
市
長

に
提
出
し
た
。
礎

‐
市
に
よ
る
と
沙
投
入
口
に
火

れ
た
ご
み
が
空
気
の
圧
力
で
地
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房
パ
象
謡
ン
嘉
騒

磯
処
理
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
ぞ

溌
霊
髄
韓
調
肺

応
、
市
が
廃
止
を
含
め
て
今
後

鱗
蕊

に
応
じ
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

今
＝ー

一

る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
市
南

部
の
臨
海
地
域
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
地
下
に
直
径

約
別
零
の
鉄
の
管
を
巡
ら

せ
て
魂
マ
ン
シ
ョ
ン
内
や

地
上
の
投
入
ロ
か
ら
ご
み

を
投
入
す
る
と
、
強
力
な

・
空
気
流
で
処
理
施
設
に
吸

一
洲
毒
脚
附
鮒
柵
Ⅷ
岬
順
掘

一
導
入
さ
れ
、
現
在
は
市
の

醗
恥
離
職

老
朽
化
に
加
え
、
ご
み
の

餅
審
議
騨
鰐
篭
垂

ス
ト
が
か
か
る
と
し
て
、

芦
屋
市
長
へ
市
は
廃
止
を
検
討
し
て
い

芦
屋
市
が
廃
止
を
検
討
る
。

し
て
い
韮
る
「
ゴ
ミ
収
集
パ
山
中
催
市
長
は
「
住
民

イ
プ
ラ
イ
ン
」
の
存
続
を
の
代
表
と
の
話
し
合
い
を

一
求
め
る
住
民
ら
が
加
臼
、
進
め
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
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を
提
出
し
た
。
住
民
ら
は

「
お
互
い
に
廃
止
や
存

続
の
み
を
前
提
と
せ
ず
、

コ
ス
ト
を
減
ら
す
運
用
方

法
な
ど
も
含
め
て
市
と
話

し
合
い
た
い
」
と
し
て
い


